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研究成果の概要（和文）： 本研究では，終末期がん患者の家族への負担感を測定する尺度を開発することを目的とし
た．家族への負担感の概念の明確化，アイテムプールの作成，表面的妥当性および内容的妥当性の検討を行い10項目か
ら構成された家族への負担感尺度を作成した．今後，信頼性・妥当性の検討を十分に行っていく必要があるものの，看
護実践において意義が高い尺度が作成された．

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to develop a scale for self-perceived burden in ter
minally ill cancer patients. Clarifying the concept of self-perceived burden, developing item pool, and ex
amining the face validity and concept validity, the scale for self-perceived burden in terminally ill canc
er patients was developed. The scale for self-perceived burden in terminally ill cancer patients is signif
icant and practically feasible even through its applicability and validity need to be further confirmed.
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１．研究開始当初の背景 
高齢化率の上昇に伴い，がん患者数の増加

が予測されている．そうした中，医療費増大
の対策による在宅医療推進の動向や終末期
がん患者の QOL の観点から，終末期がん患
者の意向に沿った療養場所の選択として在
宅医療の充実が求められている．また，望ん
だ場所で療養し亡くなることは，望ましい死
の要素のひとつであるとされている．しかし，
国民の意識調査において，最期まで自宅で療
養することを望んでいるが，希望を実現させ
ていくことを阻む理由の一つとして「家族に
負担をかける」といった理由があげられてい
る． 
こうした家族から介護を受けることに対

し て 被介護 者 が抱く 否 定的な 感 情 は
Self-perceived burden（以下，SPB とする）
とされ，被介護者の精神的健康の悪化や QOL
の低下を招いているとされている．したがっ
て被介護者の精神的健康の維持・向上におい
て SPB に着目し，SPB の軽減に向けた支援
をすることが重要となる．しかし，我が国に
おいて介護を受ける側の負担感についての
研究は非常に少なく，十分な関心が払われて
いるとは言い難い．SPB を評価する尺度とし
て，信頼性・妥当性が検証されたものは唯一，
Self-perceived burden scale（以下，SPBS
とする）が発表されている．この尺度は，透
析患者を対象に欧米で開発され，SPBS 日本
語版も作成されている．しかし，SPBS の項
目には終末期がん患者が体験しているがん
に起因した思いなど具体的な項目はなく，が
んと関連した家族への負担感の内容や程度
を評価することはできない． 
我が国の自宅でのがん患者死亡率は７％

と低く，人口構成の高齢化と核家族化，地域
連帯意識の希薄化が指摘される中で家族に
よる介護状況はますます厳しさを増す．終末
期がん患者が抱く SPB について具体的に評
価することは，患者のニーズに応じたケアの
提供につながり，スムーズな在宅移行および
在宅療養の QOL 維持向上に向けた看護実践
への示唆を得ると考える． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，終末期がん患者の家族へ

の負担感の概念の明確化および家族への負
担感尺度の開発を行うことである． 
 
３．研究の方法 
（1）半構成的面接 
家族介護者から介護を受けた経験がある

終末期がん患者 15 名を対象に半構成的面接
を実施した．家族から介護を受けることに対
してどのように感じていたか，家族から介護
を受けることに対して負担に感じた時の経
験などインタビューガイドに沿って実施し
た．インタビュー内容は，許可を得て録音し
た．インタビュー内容は逐語録に起こし，家
族への負担感に焦点を当て，質的統合法(KJ

法)を用いて分析した． 
 
（2）質問紙調査 
家族介護者から介護を受けた経験がある

終末期がん患者100名を対象に質問紙調査を
実施した． 
質問項目は，家族への負担感尺度 10項目， 

SPBS 日本語版 9 項目，The general health 
questionnaire（以下，GHQ とする）12 項目，
患者および主介護者の基本情報，患者の身体
状況，介護状況の 18 項目とした． 
分析は，家族への負担感尺度の信頼性の検

討として，クロンバックα係数を算出し，内
的整合性の検討を行った．家族への負担感尺
度の基準関連妥当性の検討として，SPBS を
用いた同時的妥当性を検討した．また，因子
分析を用いて構成概念妥当性の検討を行っ
た．すべての分析には統計パッケージ PASW 
Statistics 18（SPSS inc，東京）を用いた． 
倫理的配慮として，研究の目的，参加は自

由意思であること，参加の有無によって不利
益を受けないこと，個人は特定されないこと
などを説明文書を用いて口頭で説明した．面
接への同意は，文書にて同意を得た．質問紙
調査への同意は，郵送法にて回収，同意とし
た．本研究は，所属大学の医学部倫理審査委
員会の承認を得るとともに，各施設において
独自に行われている倫理審査の承認を得て
実施した． 
 
４．研究成果 
（1）SPB に関する概念の検討 
国内外におけるSPBに関連する文献検討の

結果，我が国において SPB は QOL やスピリチ
ュアリティに関連する要因として扱われ，
SPB に焦点が当てられた報告は少なかった．  
一方，国外では，終末期患者の多くが SPB

を抱き，SPB と QOL や抑うつ，希死念慮との
関連が報告され，SPB を軽減させる支援の重
要性が述べられていた．また SPB は，自らの
疾病や介護の必要が他人の生活に影響を及
ぼすことにより生じる気遣いであり，罪責感，
苦悩，自己肯定感の低下などにつながると定
義されていることが明らかとなった． 
さらに， SPB は，がん患者のほか，筋萎縮

性側索硬化症（ALS），脳卒中 ，慢性的な疼
痛のある患者においても注目すべき問題と
して扱われていた． 
  
（2）アイテムプールの作成と表面的妥当性
および内容的妥当性の検討 
終末期がん患者 15 名を対象とした半構成

的面接を実施し，質的統合法(KJ 法)を用いて
分析し，アイテムプールを抽出した． 
対象者について，性別は，男性が 6名，女

性が 9 名であった．年代は，40 歳代が 1 名，
60 歳代が 5 名，70 歳代が 4 名，80 歳代が 5
名であった．疾患部位は，大腸が 5名，乳が
2 名，肺が 2 名であり，骨，前立腺，肝，食
道，卵巣が各 1名ずつであった．がん患者の



身体的な活動の程度を示す performance 
status（以下，PS とする）は，PS2 が 2 名，
PS3 が 12 名，PS4 が 1名であった．PS0 と PS1
はいなかった．主介護者について，性別は，
男性が 9名，女性が 6名であった．続柄は配
偶者が 10 名，子どもが 4 名，親が 1 名であ
った．主介護者の年代は，30 歳代が 2名，40
歳代が 1名，50 歳代が 1名，60 歳代が 4名，
70 歳代が 5名，80 歳代が 2名であった． 
逐語録より 85 枚のラベルが作成され，多

段ピックアップ法により6段目までグループ
編成し，10枚を最終ラベルとした． 
がん専門看護師，緩和ケア認定看護師，看

護学教員による表面的妥当性および内容的
妥当性の検討を行い，以下の 10 項目から構
成される「家族への負担感尺度」を作成した．  
＜私の世話が大変なので家族が体調を崩

してしまうのではないか心配になる＞，＜私
の世話が大変なので家族にストレスをあた
えているのではないか心配になる＞，＜家族
の一員としての役割が果たせないので心苦
しい＞，＜家族に経済的な負担をかけている
ので心苦しい＞，＜家族には家事や仕事があ
るので甘えてはいけないと思う＞，＜家族に
恩返しできないのは心苦しい＞，＜私の体調
が悪い時には家族が予定を変更しなければ
ならないので心苦しい＞，＜家族につらくあ
たることがあって申し訳ない＞，＜家族に苦
しんでいる姿を見せて申し訳ない＞，＜これ
から先，思うように動けなくなったとき家族
に迷惑をかけるのではないか心配になる＞． 
 10 枚の最終ラベルの関係性に着目すると，
終末期がん患者の家族への負担感は，家族が
体調を崩してしまうのではないか，家族の一
員として役割が果たせない，つらくあたるこ
とや苦しんでいる姿を見せて申し訳ないと
した辛苦や心配，申し訳なさが基盤にあった． 
そして，自分の世話が家族にストレスをあた
えているのではないかという心配を生じて
いた．また，これから先，思うように動けな
くなったときに家族に迷惑をかけるのでは
ないか，家族に恩返しができないとした将来
に対する辛苦や心配とも関係していた．これ
らの辛苦や心配があいまった結果，家族には
甘えてはいけないという思いを生じていた． 
 家族介護者から介護を受けている終末期
がん患者は，自分の世話が家族の健康や生活
の営みに対して負の影響を与えていると感
じ負担感を抱いていた．また，対象者は終末
期状態であり，病状が進行性に悪化する状況
の中で，今後さらに介護の必要性が高くなる
こと，家族に恩返しできずに亡くなってしま
うことを慮り，将来に対する辛苦や心配を含
んでいた．そして，辛苦や心配があいまって
家族には甘えてはいけないと感じているこ
とが明らかとなった．介護者に負担をかけて
いると感じている者は，介護者の負担を軽減
するために自分のニーズを隠すことが報告
されている(Mcpherson,2007)．家族からの被
介護体験に対して，終末期がん患者が家族へ

の負担感を抱くことにより介護者に自分の
ニーズを隠し，必要な支援を受けられない可
能性を示唆した． 
 
（3）家族への負担感尺度の信頼性・妥当性 
の検討 
終末期がん患者を対象に「家族への負担

感」尺度を含む質問紙調査を実施し，統計学
的手法による信頼性・妥当性の検討を進めて
いる．更なる信頼性・妥当性の検討は必要で
あるものの，終末期がん患者を対象に作成さ
れたSPBの評価尺度が存在しなかったことを
鑑みると，本研究で行った尺度開発は看護実
践に意義が高いと考える． 
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